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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

五
四
　
　
（
一
九
六
四
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る

法
律
（
罫
窓
2
き
＝
邊
§
遷
の
・
昌
茸
璋
降
旨
讐
ぎ
g
鼠
一
）

坂

田

仁

　
こ
れ
ま
で
我
が
国
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
判
決
前
調
査
の
制
度
を
語
る
と
き
に

引
用
さ
れ
る
の
は
国
際
連
合
の
資
料
「
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
こ
れ
に
関
係
の
あ

　
　
　
（
1
）

る
諸
制
度
」
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
判
決
前
調
査
制
度
が

と
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
一
九
一
八
年
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
諸
法
律
に

よ
り
、
最
初
は
刑
の
執
行
猶
予
、
宣
告
猶
予
と
結
合
し
て
い
た
の
が
後
に
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
被
告
人
の
身
上
調
査
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
．

　
こ
こ
に
訳
出
し
た
の
は
一
九
六
四
年
六
月
二
九
目
に
公
布
さ
れ
、
一
九
六
五

年
一
月
一
目
か
ら
施
行
さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
判
決
前
調
査
に
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
同
法
の
施
行
令
で
あ
る
．
こ
の
法
律
の
前
身
は
、
一
九
五
四
年
六
月
一
八
目

に
公
布
さ
れ
た
こ
れ
と
同
名
の
法
律
で
あ
り
．
そ
の
一
つ
前
の
法
律
は
、
お
そ

ら
く
国
際
連
合
の
前
記
資
料
中
に
あ
る
一
九
三
九
年
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
法
の

補
充
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
、
一
九
四
四
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
法
律

だ
と
考
え
ら
れ
る
．
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
の
た
め
ふ
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
、
本
法
律
を
理
解
す

る
上
の
一
助
と
し
た
い
。

　
そ
の
踊
は
一
九
五
四
年
法
と
の
相
違
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
人
格
調
査
の
目

的
が
「
改
善
・
矯
正
」
（
鼠
9
胆
注
Φ
）
を
は
か
る
処
遇
手
段
の
探
求
か
ら
「
社
会

復
帰
」
（
暫
暮
器
毘
鑛
一
器
目
藍
一
馨
）
を
促
進
す
る
処
遇
手
段
の
探
求
へ
と
変
つ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
重
大
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
改
正
刑
法
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

場
か
ら
す
れ
ぽ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
保
護
法
草
案
一
三
章
一
条
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

既
に
本
法
と
同
じ
趣
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
第
二
は
人
格
調
査
の
開
始
の
要
件

の
厳
格
化
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
法
三
条
は
「
裁
判
所
は
な
る
べ
く
す
み
や
か

に
人
格
調
査
を
命
ず
る
．
検
察
官
、
被
疑
者
ま
た
は
そ
の
弁
護
人
は
、
人
格
調

査
の
決
定
が
公
訴
提
起
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
場
合
、
裁
判
所
に
そ
の
旨

の
提
案
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
．
…
…
」
と
規
定
し
て
い
た
．
こ
れ
と
本
法
三

条
と
を
比
較
す
れ
ば
す
ぐ
判
る
通
り
、
本
法
で
は
被
疑
事
実
の
存
在
の
蓋
然
性

が
高
い
場
合
に
の
み
人
格
調
査
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
形
で
、
公

訴
提
起
前
の
人
格
調
査
の
開
始
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
い
ず
れ
の
法



律
に
お
い
て
も
被
告
人
（
琶
一
琶
毘
）
と
い
う
表
現
で
は
な
く
被
疑
者
（
巨
鋒
ぎ
葬
）

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
三
は
人
格
調
査
担
当
者
の
範
囲
が
限
定

さ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
法
ま
で
は
「
適
当
で
熱
心
な
者
」
が

指
名
の
要
件
で
あ
り
、
実
際
に
は
若
い
法
律
学
校
卒
業
者
（
ぎ
鼠
ぎ
〉
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
と
が
多
か
つ
た
が
、
本
法
で
は
保
護
顧
問
官
（
。
。
冨
琶
畠
ぎ
霧
三
。
旨
）
を
一
番

先
に
あ
げ
、
そ
れ
に
加
え
て
適
当
な
者
を
指
名
で
き
る
と
し
て
い
る
。
保
護
法

草
案
の
解
説
に
よ
る
と
保
護
顧
問
官
は
国
を
二
〇
地
区
に
分
け
、
そ
の
地
区
に

一
人
ず
つ
、
そ
れ
に
一
二
人
の
保
護
顧
問
官
補
が
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い

（
7
）る

。
し
か
し
一
九
六
五
年
の
資
料
に
よ
る
と
こ
の
地
区
の
数
は
約
四
〇
で
あ

（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
、
保
護
顧
問
官
（
補
）
の
数
は
約
一
五
〇
と
な
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
保
護
顧
問

官
の
強
化
が
こ
の
変
化
の
背
景
を
な
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
．

保
護
顧
問
官
は
社
会
科
学
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
日

本
流
に
い
え
ば
ケ
ー
ス
ワ
ー
ヵ
i
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

は
そ
の
領
域
の
専
門
家
を
。
。
＆
9
§
或
い
は
の
＆
。
き
且
9
と
呼
ぶ
よ
う
で
あ

る
。
以
上
の
三
点
の
ほ
か
は
、
刑
法
改
正
に
伴
う
技
術
的
修
正
を
除
い
て
大
き

な
変
化
は
な
い
。

　
次
に
ふ
れ
て
お
ぎ
た
い
の
は
、
本
法
に
よ
る
人
格
調
査
の
た
め
の
書
式
と
調

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

査
担
当
者
用
の
手
引
書
と
が
矯
正
保
護
庁
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

手
引
書
は
A
5
判
一
二
頁
の
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
で
、
調
査
上
の
簡
単
な
手
引
で
あ

る
と
同
時
に
報
告
書
の
各
欄
の
記
載
に
つ
い
て
の
注
意
で
あ
る
。
調
査
報
告
書

は
A
4
判
六
頁
で
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ト
、
家
庭
・
家
族
、
生
活
史
、
健
康
状
態
、
非

行
、
職
歴
、
経
済
状
態
、
処
遇
意
見
、
保
護
観
察
担
当
者
及
び
遵
守
事
項
に
関
す

る
意
見
の
各
欄
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
．
我
が
国
の
少
年
調
査
票
と
大
同
小
異

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

の
も
の
で
あ
る
。
調
査
報
告
書
は
四
通
作
成
し
、
一
通
は
控
え
に
残
し
三
通
を

裁
判
所
に
提
出
す
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
末
尾
に
調
査
報
告
書
を
添
附
す
る
．

　
も
と
よ
り
、
本
法
は
改
正
刑
法
と
一
連
の
法
律
と
し
て
理
解
す
べ
ぎ
も
の
で

あ
り
、
前
述
の
一
九
五
四
年
法
と
の
相
違
も
こ
こ
か
ら
理
解
さ
れ
て
来
る
も
の

と
思
わ
れ
る
．
こ
の
法
律
の
原
型
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
が
保
護
法
草
案
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
判
決
前
調
査
制
度
の
刑
事
司
法
な

い
し
犯
罪
者
処
遇
の
体
制
の
中
で
の
意
味
を
深
く
検
討
す
る
こ
と
を
我
々
に
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

め
て
い
る
よ
う
に
思
う
．
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
考
察
を
深
め
た
い
。

（
1
）
q
巳
ひ
a
2
辞
ゆ
。
β
ギ
。
げ
畳
8
”
且
閑
Φ
算
＆
竃
Φ
器
霞
＄
一
。
卸
℃
層

一
㎝
卜
。
山
8
．
（
邦
訳
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
こ
れ
と
関
係
の
あ
る
諸
制
度
、
保
護
資
料

第
七
号
）

（
2
）
　
H
竃
皇
緊
頴
倉
》
S
9
（
邦
訳
、
二
二
八
ー
九
頁
、
二
三
六
ー
七
頁
）

（
3
）
　
原
文
は
ω
＜
零
碍
窃
閃
詩
窃
ピ
轟
レ
0
8
●
所
収
の
も
の
に
よ
る
。

（
4
）
　
少
し
繁
雑
に
な
る
が
原
文
を
掲
げ
る
と
、
　
．
、
一
㎝
…
－
ゆ
冨
議
8
§
号
凄
α
ぎ
げ
の

似
撃
　
旨
ヨ
　
h
警
く
冒
冨
民
①
帥
〈
偉
ひ
吋
a
巳
ロ
喰
＆
冨
ロ
傷
Φ
侮
象
目
剛
o
・
の
薮
昌
騨
＄

　
冨
3
8
目
讐
ま
昌
龍
費
呂
⑦
ロ
舞
目
一
導
鴨
雪
留
3
簿
鴇
旨
霞
。
。
。
B
目
帥
器
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ノ

　
蚕
旨
嘗
o
q
器
一
団
母
富
募
毎
一
鼠
鼠
ρ
．
、
の
m
o
舅
以
下
が
、
．
…
…
8
跨
賢
粋
磐
器
m

　
毎
目
巳
碍
騨
ま
弓
即
9
暁
鼠
唐
廿
げ
即
累
暫
β
b
器
。
・
ロ
営
磯
一
鋸
目
茎
嵩
①
“
、
．
と
変
つ
て
い

　る。

宮
沢
浩
一
、
｝
九
六
五
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
新
刑
法
典
に
お
け
る
「
制
裁
」
に
つ

　
い
て
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
〇
二
号
四
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
臣
①
寄
。
響
薯
。
O
＆
①
り
＞
の
壽
山
誓
汐
8
。
毘
”
幹
。
。
屏
げ
。
ぎ
這
㎝
8
》

㎝
P

（
6
）
　
q
2
‘
o
サ
暮
‘
や
一
①
ρ
O
す
Z
苫
巳
・
“
閏
o
毒
の
項
＆
曾
国
彗
臼
。
¢
一
審

智
＜
。
巳
一
①
碧
画
嘱
。
暮
プ
○
論
⑦
民
Φ
鐸
司
a
Φ
声
一
甲
。
富
一
一
。
戸
く
。
一
』
O
Z
。
●
ビ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
一
九
六
五
）



　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

ω
8
”
o
＄
“
●

（
7
）
甲
9
Φ
。
寓
〈
①
O
a
Φ
b
●
一
“
．
d
2
‘
o
や
魯
‘
質
一
9
鑑

（
8
）
　
8
早
一
寄
ω
o
P
弓
ぎ
O
o
吋
り
。
＆
o
鍔
一
の
器
言
讐
ぎ
ω
≦
a
Φ
戸
一
8
伊
℃
マ
①
㎝

簿
（
9
）
乞
。
署
亀
目
o
這
一
ω
一
ピ
霧
m
。
塗
ヰ
。
目
爵
①
＞
含
一
一
〇
。
罵
Φ
9
凶
。
鍔
一
〇Q
器
σ
。
目
o
暁

ω
≦
8
①
P
国
a
①
窮
一
ギ
。
冨
該
。
P
ぐ
。
一
．
ω
O
乞
o
●
倉
b
」
幹

（
1
0
）
H
凝
Φ
目
貰
冒
9
α
。
び
ρ
爵
⑦
亭
”
巨
凝
。
h
の
＆
8
。
巨
の
戸
一
〇
①
㎝
．

（
n
）
　
国
β
5
0
q
ピ
凶
践
琶
ぎ
毘
轟
琶
器
蔓
密
一
8
P
＞
昌
く
冨
三
吸
母
ま
り
℃
Φ
馨
ロ
“
邑
o
冨
？

犀
ロ
冒
咬
一
ぼ
0
9
目
普
、
一
8
“
噛

（
1
2
）
　
私
の
気
づ
い
て
い
る
限
り
で
は
、
　
一
W
Φ
鼠
鼻
導
畠
目
a
ま
邑
轟
一
田
ピ
品

　
o
ヨ
丘
一
一
ぎ
二
貫
α
o
ヨ
目
韓
。
（
の
O
q
一
〇
零
”
ω
oo
y
国
ユ
目
冒
巴
く
母
象
砕
旨
9
（
ω
O
q

一
〇
お
“
O
）
一
¢
与
段
巴
品
（
の
O
q
這
q
9
緕
）
の
三
つ
の
資
料
を
少
く
と
も
参
照
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
入
手
不
能
で
あ

　
る
。

刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関

す
る
法
律
（
U
夷
8
冒
巳
お
簿
o
置
冨
議
o
…
鼠
①
下

ω
簿
三
ロ
騎
一
酵
0
9
竃
巴
）

第
一
条
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
被
疑
者
の

　
個
人
的
情
況
お
よ
び
被
疑
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
の
に
適
当
と
考
え
ら

　
れ
る
措
置
に
関
す
る
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
に
人
格
調
査
を
実
施
す
る
も
の

　
と
す
る
．

第
二
条
　
六
月
以
上
の
拘
禁
．
条
件
附
判
決
、
保
護
観
察
、
少
年
拘
禁
も
し
く

　
は
抑
留
の
判
決
ま
た
は
特
別
保
護
へ
の
引
渡
し
は
、
人
格
調
査
を
実
施
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
（
一
九
六
六
）

　
に
こ
れ
を
言
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
．
人
格
調
査
の
意
図
す
る
個
人

　
的
情
報
を
裁
判
所
が
容
易
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

　
い
。

第
三
条
　
裁
判
所
が
人
格
調
査
を
命
じ
る
場
合
．
そ
の
命
令
は
で
き
る
限
り
早

　
期
に
な
す
の
が
相
当
で
あ
る
．
右
の
命
令
は
、
被
疑
者
が
被
疑
事
実
を
自
白

　
し
な
い
場
合
ま
た
は
被
疑
者
が
被
疑
事
実
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
が
う
に
足
り

　
る
事
由
が
存
し
な
い
場
合
に
は
こ
れ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
捜
査
の
段
階
で
被
疑
者
が
二
年
以
上
の
拘
禁
に
該
る
犯
罪
を
自
白
し
た
場

　
合
、
特
別
な
事
由
の
存
し
な
い
限
り
、
検
察
官
は
遅
滞
な
く
そ
の
事
件
に
つ

　
い
て
人
格
調
査
に
関
す
る
決
定
を
裁
判
所
に
求
め
る
申
立
を
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

第
四
条
　
裁
判
所
は
人
格
調
査
の
実
施
を
保
護
顧
問
官
に
委
託
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
裁
判
所
は
適
当
な
者
を
人
格
調
査
担
当
者
に
指
名

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
　
保
護
顧
間
官
、
保
護
顧
間
官
補
お
よ
び
人
格
調
査
担
当
者
は
、
特
別

　
な
事
由
の
存
し
な
い
限
り
、
捜
査
の
覚
書
お
よ
び
証
拠
書
類
を
閲
覧
し
か
つ

　
被
疑
者
の
取
調
に
立
会
う
権
限
を
有
す
る
。

第
六
条
　
児
童
福
祉
委
員
会
お
よ
び
禁
酒
委
員
会
は
、
保
護
顧
問
官
、
保
護
顧

　
問
官
補
、
人
格
調
査
担
当
者
、
検
察
官
ま
た
は
裁
判
所
の
要
求
に
よ
り
、
委
員

　
会
に
係
属
す
べ
き
被
疑
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
か
つ
被
疑
者
の
社
会
復

　
帰
を
促
進
す
る
の
に
必
要
と
考
え
る
措
置
を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
裁
判
所
は
相
当
な
事
由
の
存
す
る
場
合
医
師
に
被
疑
者
に
関
す
る
診

　
断
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
診
断
書
は
国
王
の
定



　
め
る
指
示
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
精
神
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
前
項
に
定
め
る
医
師
の
診
断
書

　
は
、
あ
る
者
が
抑
留
も
し
く
は
開
放
的
精
神
医
学
的
処
遇
を
科
さ
れ
ま
た
は

　
一
八
歳
未
満
の
者
が
少
年
拘
禁
を
科
さ
れ
る
以
前
に
精
神
科
医
よ
り
提
出
さ

　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
被
疑
者
は
医
師
の
検
査
を
う
け
る
た
め
に
右

　
医
師
の
定
め
る
時
間
に
定
め
ら
れ
た
場
所
に
出
頭
す
る
義
務
が
あ
る
。
被
疑

　
者
が
出
頭
し
な
い
場
合
に
は
警
察
署
は
そ
の
出
頭
の
た
め
に
援
助
を
提
供
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
．

第
八
条
　
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
突
施
を
補
助
し
た
者
は
、
そ
の
際

　
知
り
得
た
個
人
的
情
況
を
公
務
外
に
も
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
右
に
違
反
し

　
た
者
は
公
務
員
犯
罪
と
み
と
め
ら
れ
な
い
場
合
で
も
日
数
罰
金
ま
た
は
六
月

　
以
下
の
拘
禁
を
科
さ
れ
る
．

第
九
条
　
王
室
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
、
司
法
大
臣
ま
た
は
そ
の
委
任
を

　
受
け
た
者
が
、
本
法
に
よ
り
人
格
調
査
を
実
施
す
べ
き
か
否
か
ま
た
は
医
師

　
の
診
断
書
を
用
意
す
べ
き
か
否
か
を
命
令
す
る
。
右
の
命
令
は
最
高
裁
判
所

　
が
こ
れ
を
発
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
一
〇
条
　
国
王
は
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
実
施
を
補
助
し
た
者
お

　
よ
び
第
七
条
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
し
た
医
師
に
対
す
る
費
用
の
補
償
に
つ

　
い
て
規
定
を
定
め
る
。
右
の
補
償
は
国
庫
よ
り
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

第
二
条
　
本
法
の
適
用
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
規
定
は
国
王
が
定
め

　
る
。

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

　
本
法
は
一
九
六
五
年
一
月
一
日
よ
り
効
力
を
発
す
る
。

　
本
法
に
よ
り
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
一
九
五
四
年
六

月
一
八
日
の
法
律
（
第
四
四
四
号
）
は
廃
止
さ
れ
る
。

刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る

法
律
の
適
用
に
関
す
る
勅
令
（
図
毒
管
国
§
讐
お
一
器

8
冒
三
ご
9
置
8
＜
誘
騨
げ
Φ
。。
鼠
巨
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導
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Φ
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鼠
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甲

ω
欝
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の
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酵
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臣
普
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第
一
条
人
格
調
査
の
決
定
の
中
に
は
、
調
査
が
ど
の
処
遇
形
式
に
特
に
考
慮

　
を
払
う
べ
き
か
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
人
格
調
査
の
決
定
お
よ
び
人
格
調
査
担
当
者
の
指
名
に
関
す
る
通
知
は
遅

　
滞
な
く
検
察
官
お
よ
び
被
疑
者
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
人

　
格
調
査
担
当
者
の
指
名
に
つ
い
て
は
、
被
疑
者
の
居
住
す
る
地
区
の
保
護
顧

　
問
官
に
も
遅
滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
に
定
め
る
申
立
を
な
す
際

　
検
察
官
は
被
疑
者
に
関
す
る
一
般
前
科
記
録
の
謄
本
を
と
も
に
送
付
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
．
右
謄
本
に
他
の
裁
判
所
の
な
し
た
前
件
の
人
格
調
査
に
関

　
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
検
察
官
は
右
の
人
格
調
査
報
告
書
が
遅
滞

　
な
く
裁
判
所
に
送
付
さ
れ
る
よ
う
取
計
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
三
条
　
人
格
調
査
の
実
施
を
委
託
さ
れ
た
保
護
顧
間
官
は
人
格
調
査
が
満
足

　
す
べ
き
方
法
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
注
意
す
る
義
務
が
あ
る
。
適
当
と
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
一
九
六
七
）



　
　
　
ス
ウ
ヂ
ー
デ
ソ
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

　
れ
る
場
合
に
は
、
保
護
顧
問
官
は
人
格
調
査
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
実
施
を

　
補
助
者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
．
保
護
顧
問
官
は
調
査
に
必
要
な
指
示

　
を
補
助
者
に
あ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
人
格
調
査
担
当
者
は
調
査
に
際
し
被
疑
者
が
居
住
し
て
い
る
地
域
の
保
護

　
顧
問
官
と
必
要
な
範
囲
内
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
　
人
格
調
査
は
注
意
深
く
計
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
調
査
の
範

　
囲
お
よ
び
説
述
は
情
況
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
調

　
査
は
右
の
方
法
に
よ
り
個
々
の
場
合
に
そ
の
目
標
を
充
足
す
る
の
に
必
要
な

　
事
項
を
慎
重
に
考
慮
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
は
、
そ
れ

　
に
よ
っ
て
被
疑
者
ま
た
は
そ
の
家
族
が
不
必
要
な
悩
み
や
不
利
益
を
う
け
な

　
い
よ
う
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
被
疑
者
に
関
し
前
件
で
の
人
格
調
査
ま
た
は
そ
の
他
の
個
人
的
情
報
が
存

　
す
る
と
き
、
人
格
調
査
は
、
相
当
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
前
件
で
の
情
報
収

　
集
後
の
時
期
に
焦
点
を
し
ぼ
つ
て
行
な
う
も
の
と
す
る
．

第
五
条
　
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
実
施
を
補
助
す
る
者
は
、
必
要
か

　
つ
可
能
な
限
り
、
捜
査
の
覚
書
お
よ
び
証
拠
書
類
を
閲
覧
し
か
つ
被
疑
者
の

　
取
調
に
立
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
実
施
を
補
助
す
る
者
は
、
可
能
な

　
限
り
、
被
疑
者
と
通
信
連
絡
し
、
被
疑
者
と
面
接
し
、
被
疑
者
の
家
庭
を
訪

　
問
し
、
被
疑
者
の
家
族
お
よ
び
そ
の
他
の
近
親
者
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
そ

　
し
て
被
疑
者
自
身
お
よ
び
そ
の
環
境
の
情
況
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
の
観
察
に

　
基
づ
い
た
見
解
を
ま
と
め
あ
げ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
集

　
さ
れ
た
情
報
は
必
要
な
範
囲
で
実
証
さ
れ
、
完
全
な
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
一
九
六
八
）

　
な
ら
な
い
。
右
の
目
的
の
た
め
被
疑
者
に
関
し
て
情
報
を
提
供
で
き
る
位
置

　
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
官
公
署
ま
た
は
施
設
に
対
し
、
ま
た
被
疑
者
の
情
況

　
に
つ
い
て
知
識
を
も
つ
て
い
る
と
期
待
で
き
る
者
お
よ
び
そ
の
地
位
と
職
務

　
と
に
か
ん
が
み
信
頼
性
の
あ
る
情
報
の
提
供
を
期
待
で
き
る
者
に
対
し
援
助

　
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
被
疑
者
に
は
人
格
調
査
の
過
程
で
取
調
べ
る
必
要
の
あ
る
者
が
誰
で
あ
る

　
か
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
雇
主
お
よ
び
そ

　
の
他
の
者
に
対
す
る
援
助
依
頼
に
よ
つ
て
被
疑
者
が
重
大
な
障
害
に
さ
ら
さ

　
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
そ
の
部
分
の
調
査
は
と
り
や
め
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

第
七
条
　
人
格
調
査
に
当
つ
て
は
．
必
要
な
範
囲
で
児
童
福
祉
委
員
会
．
禁
酒

　
委
員
会
お
よ
び
監
督
委
員
会
と
被
疑
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
し
得
る
措
置
に

　
つ
い
て
協
議
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
当
と
み
と
め
ら
れ
る
場
合

　
に
は
職
業
斡
旋
機
関
お
よ
び
社
会
扶
助
委
員
会
と
も
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

第
八
条
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
実
施
を
補
助
す
る
者
は
、
疾
病
ま

　
た
は
そ
の
他
の
肉
体
的
も
し
く
は
精
神
的
な
障
害
も
し
く
は
欠
陥
の
た
め
に

　
特
別
な
保
護
ま
た
は
処
置
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
を
発
見
し
た

　
場
合
お
よ
び
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律
第
七
条
に

　
よ
る
医
師
の
診
断
書
を
求
め
る
決
定
ま
た
は
精
神
衛
生
法
第
四
一
条
に
よ
る

　
医
師
の
報
告
書
を
求
め
る
決
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
遅
滞
な
く
そ
の
事

　
実
を
裁
判
所
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
九
条
　
人
格
調
査
と
関
連
し
、
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
の
問
題
が
決
定
す
る
ま



　
で
、
保
護
顧
問
官
は
必
要
な
場
合
被
疑
者
に
対
し
住
居
も
し
く
は
職
業
の
確

保
ま
た
は
被
疑
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
し
得
る
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
よ
う

　
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
人
格
調
査
を
実
施
し
ま
た
は
そ
の
実
施
を
補
助
す
る
者
は
、
被
疑
者
が
扶

助
お
よ
び
援
助
を
必
要
と
す
る
と
み
と
め
た
場
合
遅
滞
な
く
保
護
顧
問
官
に

　
そ
の
旨
通
知
し
な
け
れ
ば
た
f
な
い
。
保
護
観
察
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に

　
は
、
観
察
担
当
者
に
つ
い
て
提
案
し
、
特
別
遵
守
事
項
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
意
見
を
述
べ
、
か
つ
必
要
な
限
度
で
右
の
遵
守
事
項
の
実
現
方
法
を
用
意
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
格
調
査
実
施
者
ま
た
は
そ
の
補
助
老
は
被
疑
者
に

　
観
察
担
当
者
の
選
択
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す

　
る
。

第
一
〇
条
人
格
調
査
の
完
了
の
際
に
は
被
疑
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
の

　
に
適
当
と
み
と
め
ら
れ
る
措
置
に
つ
い
て
の
意
見
を
付
し
た
調
査
報
告
書
を

　
書
面
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
調
査
報
告
書
に
は
矯
正
保
護
庁
の
定

　
め
る
書
式
に
示
さ
れ
た
点
の
情
報
を
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
調
査
報
告
書
は
裁
判
所
に
三
通
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
格
調
査

　
担
当
者
が
調
査
を
実
施
し
た
場
合
に
は
右
の
他
に
調
査
報
告
書
一
通
を
保
護

　
顧
問
官
に
も
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
調
査
報
告
書
は
裁
判
所
よ
り
公
判
期
日
前
の
適
当
な
時
に
検
察
官
お
よ
び

　
被
疑
者
に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
条
　
人
格
調
査
の
実
施
を
委
託
さ
れ
た
保
護
顧
問
官
、
保
護
顧
問
官
の

　
指
示
に
よ
り
人
格
調
査
の
実
施
を
補
助
し
た
者
お
よ
び
人
格
調
査
担
当
者
は

　
裁
判
所
の
要
求
に
応
じ
て
調
査
を
完
成
し
、
か
つ
必
要
な
場
合
に
は
情
報
を

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

　
直
接
提
供
す
る
た
め
に
呼
出
に
応
じ
て
裁
判
所
に
出
頭
す
る
義
務
が
あ
る
。

第
一
二
条
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律
第
七
条
に
規

　
定
す
る
医
師
の
診
断
書
に
は
、
矯
正
保
護
庁
が
医
務
庁
と
協
議
の
上
定
め
る

　
書
式
に
示
さ
れ
た
点
の
情
報
を
盛
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
診
断
書

　
は
裁
判
所
に
三
通
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
三
条
人
格
調
査
担
当
者
お
よ
び
保
護
顧
問
官
の
指
示
に
よ
り
人
格
調
査

　
の
実
施
を
補
助
し
た
者
な
ら
び
に
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関

　
す
る
法
律
第
七
条
に
よ
り
被
疑
者
に
関
す
る
診
断
書
を
提
出
し
た
者
は
、
実

　
施
し
た
作
業
に
対
す
る
相
当
な
手
数
料
お
よ
び
必
要
な
経
費
の
補
償
を
公
費

　
よ
り
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
際
医
師
の
診
断
書
に
対
す
る
手
数
料
は

　
最
高
一
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
を
限
度
額
と
す
る
。

　
　
補
償
は
、
裁
判
所
ま
た
は
、
王
室
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
人
格
調
査
が

　
実
施
さ
れ
も
し
く
は
医
師
の
診
断
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
司
法
大
臣
も

　
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

五
九
　
　
（
一
九
六
九
）



○

○

○

○

付．人格調査報告書書式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sid．1

PERSONUNDERSOKNING　Blanketten　utskrives　i4Domsto1裁判所
　　　　　人格調査　　exemPlarvarav3exemP－Avd　部
enligt　lagen　den29juni1964（nr　lar　ins我ndes　t圭11domstolen　Mal　nr　事件番号
542）om　personundersδkning　i　brひ　調査票は4部作成し，そのうち3
ttmal　　　　　　　　　　　　　　　　部を裁判所に提出

Efternamn，samtliga　fornamn　（tilltalsnamnet　undergtrykes）
氏　　　　　　名

Yrke／Tltel
職業1地位

Fodd－ar生年　一man．
　　　　　　　　　1

月　　一d乱9

　　1
日 覗r順位

1
Adress　och　telefon
住所と電話

Fodelseforsamling
出生教区

Mantalsskrivningsort
住民登録地

Fodelsekommun
出生コミューソ

Mantalsskrivningskommun
住民登録コミューン

Fodelselan
出生州

Mantalsskrivningslan
住民登録州

Misstankt　for
被疑事実

A　F6raldrar，syskon　m．m．両親，兄弟等

Fadems　eftemamn，fomamn（tllltalsnamnet）F6delsear　　Yrke／Tite1
父の氏名

Faderns　adress　och　telefon

識磐sefte「namn・fo「namn（t’1’ta’snamnet）1F6de’seム「Y「ke／T’te’

Mo（ierns　a（iress　och　telefon

羅焦n？1鉾　鱗裡ja曹轄獺購構k’　蜘註
Adoptiv。Foster－Styvf6ra且drar（namn，adress，telefon）
養親，里親，継親，

He1－och　halvsyskQn，antal　och　fodelsear
兄弟と半兄弟，数と生年

Ev　syskonsellerannannarstaendesnamn，adres80chtelefon
兄弟又は他の親族の氏名，住所，電話

B　Civilstand，bostads・och　hemf6rhallanden　市民生活住居地と家庭との状況

「ogift未婚　　1「gift既婚　　　1「銭nka似nkling死別　　　　「l　franskild離婚

　　配偶者と同居　　　　　　　　　　　　他の者と同居　　　　　　　　　　両親と同居
コsammanb・rmedhustru／maniコsammanb・rmedannan口b・rh・ssinafδraldrar
　　自宅　　　　　　　　　　　　　　　　下宿　　　　　　　　　　　　　住所不定
『l　egen　lagenhet　　　　　　　　　　　　l『l　innebor　hos　annan　　　　　「l　ar　bosta（1sl6s

Hustruns／Mαnnens／Sammanboendes　eftemamn，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有職　　　　　　　無職
　fomamn　　　妻・夫・同居者の氏名　　　　　　　「yTkesarbetar　「r　yrkesarbetar　ej

Adress　och　telefon

Bam，antal　och　fodelsear
子供，数と生年

Bostadens　storlek　och　beskaffenhet
住居の大ぎさと状態

Krimvnr4Q18A1。5QQ×50x33．68ctr2504

ス
ゥ
ェ
ー
デ
ソ
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

占
ハ
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九
七
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
欄
す
る
法
律

Sid．2

　C　F6rhaUanden　under　uppvaxtti（len　f6r　person　som　vid　ti（len　f6r　brotteで

　　　ej　fyllt21＆r（Om　flera　brott，via　tiden　f6r　det　f6rsta）

　　　　犯罪時21歳未満の者の成長時の状況（犯罪が多い場合は最初の犯罪のとき）

Vlstas　intil／6ars　alder（Vlstelse　om　minst　ett　ars　v＆mktighet　anges；da　nera　alter－
　　nativ　aro　t111amphga，kryssas　samtliga．）

16歳までの生活（1年以上の連続居住，重復記入可）
実両親と　　　　　　　　　　実母と　　　　　実父と　　　　　実母，継父と

l　hos　bada　forddrama　l二l　hos　modern　lコhos　fadem　l二i　hos　moder－styvfader

実父，継母と　　　　　　　　里親と　　　　　施設
『hos　fadeトstyvmoder　「l　i　fosterhem　l「pa　anstalt
Bost乱dsort至ntill　l6ars　alder・（Vlstelse　om　minst　ett　ars　varakt1ghet　anges；d＆Hera

　alternativ　aro　tillamphga，kryssas　samtliga．）
　16歳までの任所地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の都市　　　　　農村　　　　　　　　外国
「Stockholm　『「Goteborg　「l　Malmo　「l　Annan　stad　l「Landsbygden「l　Utlandeし
Den　mlsst＆nkte
　ar　fodd

嫡出　　非嫡出
li．a「lu，a

For　person　med　aktenskaplig　bord：嫡出子について

　家は離散してな　　死亡により離敵　　離婚により離散
　い　　　　　　　　Hemmet　ar　　Hemmet　ar
　　Hemmet　ar　　upPIδst　p，9．　　upPlbst　g’enom
一l　eJ　upplost　　l『l　a．（iodsfa11　　「一　hemskillna（i

　家について情報な
　し
　　UPP91ft　om
「l　hemmet　saknas

D　Halsotills穏n（1　健康状態

○

Allm．halsotlllstand　samt　ev．kroppslig　eUer　psy・kisk　sj巳kdom　eller　svaghet‘aven　hos
　nara　anhorig）
　一般的健康状態及びもしあれば，肉体的，精神的疾病又は障害（近親者についても） ○

E　Kriminalitet，alkoholmissbruk　m．m．犯罪性，アルコール嗜癖等 ○

山ノ、

（
一
九
七
一
）

Krimmahtet，asQcialitet　eller　missbruk　av　rusgivande　mede1（aven　hos　nara　anhorig》
　犯罪性，反社会性，酩酊性物質の濫用

○



PERSONUDERS6KNING，blad2
F　Ekonomiska　forha11an（len　m．m． 経済状況等

Si（1．3

○

　　　　　　　　　　　　　　　　一「anstalld雇傭中　　　L」egeh
一

　1Penslonerad年今受給l　l　sjuksk
Arbetsglv且rens／Foreしogets　nam

使用者／自宮者の氏名・住所（失業者

Ars．man．vecko、nkomst
年収，月収，週収

■
H ustruns／Mannens／Sammanboen

arsinkomst　妻／夫／同居者の年収

Unde「ha’1sskyldlghet扶養義務IA

「f6religgereJ無1－lfdreligger
Unde「halletavse「扶養餐者IA

「hustru妻［I　barn子
Skulder債務　　　　　　児童生活費拍

罰金　　　underh
「skatt税金nl　boter［l　bidrag・

　L」egeh　foretagare自営　Lユarbetslos失業L」studerande学業従事

　　l　sJukskriven疾病登怨　l　l　har　socialhja1P生活保護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10shet　senaste　arb．givare）
住所（失業者については前雇傭者）

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　F6rmogenhet
　　　　　　　　　　　　　　財　産

GTidigareanstallningar職

［lskulder

歴

lFo「mogenhet

　Underhallsskyldigheten　fullgjord扶養義務の履行

　　　　　　　｝1delvis一部1「「　eJ飢IS全部不履行

　　その他の者

「annanperson
and．al融PP　a鑑鵠v，n　鯉車免許
　　　　　　　　　　「pa　sjbmanshus　n　k6rkort

○

○

○

Arbetsgivare，anstallningstider，arbetets　art　m．m．
　使用主，雇傭期間，職種等

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

山ノ、

（
輔
九
七
二
）

Krimv　hr4018B1．500×50x3．3．68．ctr2504



ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

ムノ￥

へ
一
九
七
一
…

Sid．4

　H　Upplysningar　i6vdgt　ang且ende　den　misstlinkte被疑者に関するその他の情報

Om　utrymmet　under　H　inte蛾cker，kan　ett　eller　fiera　blad　bifogas

○

○

○

○



PERSONUNDERS6KND可G　blad3（H　forts．）

○

○

○

○

I　F6rslag　ti11翫顔1der　med　motivering　処遇意見と理由

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査
に
関
す
る
法
律

山
ハ
四

（
一
九
七
四
）

K：rimv　nr4018C1．500×50×3．3。68．ctr2504
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ill overvakare fdres as (namn, adress och telefon) 

C CD ~~~;~ Sc~ ~ ' C ~~~~~~~ S~~:;Z~i ~~:~~~,t*-. 

Har den misstankte fatt yttra 
~1 E~lg om forslaget 

Foljande foreskrifter foreslas 
~;~:~~: 

O 

O 

rt och datum ~f~f~~ft 

Personundersokarens namnunderskrift Namnfortydligande l 

Adress och telefon (~ven riktnr) 

Ev. medhijalpare vid personundersokningen (namn, titc,l 

O 
Domstolens anteckningar 

~ l¥ 
~~: 

jL 
~~ 
~; 

O 


